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小林隆児Kobayas'１iRyuM大正大学人間学部臨床心理学科教授

小児珊腰‘３２⑩：1398-1401

死にたいほどに強(,清児不安を鯨えた母親

Ｆ子:30蔵女性無職

主脈:酬季,息切れ，めまい，食欲低下；易疲労感無意欲，自殺念慮
現病歴:子どもの頃から優等生君都内のエリートコースを順鯛に歩み，両親の期待も大きかった。
私立の有名大学を卒業後,ＯＬとして勤務する傍ら,趣味もいろいろと楽しみながら充実した生活を送っ
ていた。しかし，数年後しだいに仕事も忙しくなり，仕事に行き詰まりを感じるようになっていった。
ついに退職を決鍾した城その頃当時の職喝の同僚と結婚することになった。結婚後1年ばかりは順
鯛な生活を送っていたが，まもなく妊娠したため，近くの実家に帰って里帰り出産することにした。妊
娠は順調な経過をたどり，元気な赤ん坊を無事出産した。その後数カ月して自宅に戻り家事と育児に

もっぱら従事するようになった。生来凡幅面な性格であったこともあって，しばらくは家事も育児も

手抜きすることなく冠蕊っていた。夫は仕事で帰宅も深夜になることが多く，日珊出勤も珍しくなかっ

たため，ほとんどひとりで家事と育児をこなす毎日だった。時折,母親に手伝ってもらいながら，どう
にか毎日を過ごしていた減母親も自分の親の介護や仕事で多忙を極めていたため，ついに母親も具合

力聴I<なって，入院することになった。そんな頃赤ん坊癖潔に熱発するようになり，Ｆ子も赤ん坊

の世贈で，それまで楽しみにしていた外出もままならなくなった。しだいにＦ子は元気がなくなり，動

犠息切れ,めまい,食欲低下などが出現。Ｆ子は夫や母親につらいつらいとさかんに賑えるようになっ
ていった。

１カ月もすると，何もする意欲がなくなり，自宅で横になることが多くなった。赤ん坊は激しく泣く

が，それがさらにＦ子をいたく刺激し，いらいらが高じていった。ついに不眠と早朝覚醒も出現。不安
と焦燥感がひどくなり，ある日，元気になった母親城見舞いにいったとき，Ｆ子は衝､力的にマンション

のベランダから飛び降りようとするまでになった。ついに筆者の関与する病院に緊急入院することに

なった。

入腸謬奇の闘床診断：うつ病(瀧越型）

家､識成:夫と子どもとの３人暮らしだが，スープの冷めない距離にＦ子の実家がある。実家は代々

『鏑Eで，その業界では都内でも指折りの業績を誇る名家である。Ｆ子は剛包４人の末っ子。上３人はか

なり年の離れた兄たちであったこともあって，Ｆ子は祇瀬にかわいがられて育ったという。

初診時の状態:絶望的な気持ちになっていて，何がいいことかわからない，自分がどうなるか怖い，

怒りがおさまらない，誰にも自分がわかってもらえない，母親に子育てについて注意されたり助言され

たりすると腹が立つなどとさかんに賑えていた｡不安や焦燥感とともに,強い抑うつ感が露められたが，

とりわけ自分でもどう処理してよいかわからない怒りの感憎が高まっているのが印慰的であった。
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子ども時代の記憶が生々しく塾る

個室に入院したが6部鯖にいると何かしなくては，という思い

に駆られてしまい．ゆったりとした気持ちになれず，居ても立っ
てもいられず，落ち静かない。好きな本でも読もうと思うが‘い

さ読もうとすると架中できない。ベッドに横になって休もうとし
てもゆっくりできない，とさかんに自分のいまの苦しみを訴えて
いた。

而接では過去の向分，とりわけ子ども時代の''１分の両親との関
係についての記憶がまざまざと想起され．当時の思いをjIIIを切っ
たように延々 と語り始めた。Ｆ子の語る子ども時代の思いは以下
のような内容であった。

これまで自分はずいぶんと頑張ってやってきた。とくに母親の
期待に応えようとして頑張ってきた。優等生でよく勉強をした。
当時・自分では頑張りすぎたとは思わなかった。疲れもまったく
感じなかった。しんどいという感覚はなかった。３歳の頃からの
記憶が鮮明に蘇る。恐ろしいほどだ。両親が自分をドライブによ

く辿れて行ってくれた。而親は前部座席に座って大人の会話をし
ていた。自分だけ後部座席に座らされ‘私は両親の大人の会話を
黙って聞いているだけだった。家庭での食事時も両親が仕事の話
など大人の会話をすることがほとんどで，私は寂しい思いを感じ
ながらも．その会話に賭を合わせていたことを詑憶している。小
中学生時代の自分の大きな楽しみは，ひとりで本を読むことだっ
た。少女文学全集や文ﾉili本をたくさん読んだ。高校生時代，両親
は何の前触れもなく，突然海外旅行に出かけてしまい，“〔に価
手紙があった。それには旅行に出かけること‘将守巾の小辿いを
同封しているから，好きなだけ使いなさいと書かれていた。とて
も寂しかったことが強く印象に残っているという。

｢育てられる割から｢育てる者｣へ転換すること
の大変さ

Ｆ子は子どもlIf代，親の思いに合わせ為ように振る郷い，本米
の｢子ども｣らしい伽険，すなわち本能の欲求に根ざした子どもら

しい生活体験をもつことができなかった。いまのＦ子に子ども時
代の生々 しい記憶が鮮明に蘇っているのは，Ｆ子のそうした子ど
も時代の体験と深く関係していることが推測されるのである。
われわれは子ども時代を経験し、その後，結婚して子どもを淀

相手に甘えたい

凄_熊悪…
!、ツ…
相手から遠ざかる

図１甘えをめぐるアンビバレンス

み育てる営みをとおして．「(親に)育てられる者｣から｢(子を)育
てる者｣へと生き方のコペルニクス的な転換を余儀なくされる

がI)，Ｆ子は｢子ども(らしい)｣体験を子ども時代に自ら得ること
ができなかったことが，その後の｢育てる者｣への'娠換を困難にさ
せている。Ｆ子の育児にまつわる不安は．自分が親となって子ど
もと向き合ったときに，白分の子ども時代が鮮明に想起され，当
時のM1雑な思いが強く賦活化されていることから生じていると考
えられるのである燭

甘えをめぐるアンビバレンス

本迎戦ではこれまで子ども自身の相談で肋れた乎例をとおし
て、その親子関係に焦点を当てて考えてきたが．そこで明らかに
なったのは‘子どもにみられる母親へのN･えをめぐるアンビバレ

ンス(図１)の間胆が，すべてのりi例の制汁に強く伽いていること
であった。

今回の事例は子どもではなく，育児不安を訴えた母親の事例で
あるが，〈子ども一母親>関係という視点から捉え庇してみると．
この那例の1‘ｆ景力鮮やかに浮かび上がってくる。Ｆ子は子ども時
代に自分の雌親に対して甘えを素直に出すことができず，母親の
期待に応え‘いい子として育ってきたが1自ら母親になったとき，
自分の子ども１１#代のI|･えをめぐる強いアンピバレンスが､l磯子ど
もとかかわ為なかで．ＷびMiﾘ激され，子ども11#代の内分が１１噸に現
れているのである。したがって，このようなりi例に対する援助に
あたっては，Ｆ子とその母親との関係に焦点を当てて考えること

がぜひとも必要となってくる。そこで筆者はＦ子の両親との而接
を開始することにした。
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母親面接から浮かび上がってきたもの

母親との而接で浮かび上がってきたことは以下のとおりであっ
た。母親はそっのない品のある女性であったが，而接で誰ffに会
うなり，開口一番｢困りましたね｣｢迷惑をおかけします｣と丁寧に
挨拶し，自分がＦ子に対して｢～してあげたのに｣｢～楽しいこと
もたくさんあったのに｣とメモを片手に，自分としてはいろいろ

と努力してきたことを述べ．どうしてこうなったのかとさかんに
竹をかしげて不思議がっていた。さらにはＦ子の幼児期，瑞息が
ひどくて大変だったこと．そのため};i跡蹴擦をずっと行ったり.

水泳を学ばせたりと，育児での苦労を話し続けた。それでも，Ｆ
子はなんでもすぐに覚える頭の良い子で，将来をとても期待して
いたという。ただ錐者が母親の話を聞いていて気になったのは，

さかんにＦ子の子ども時代について多くの出来郡が締られゐのだ
が‘そこでのＦ子の思いがどのようなものであったかという当時

のＦ子の気持ちが一向に浮かび上がってこないことであった。ど

うも母親は当時，Ｆ子の思いにまで気を配ることが困難な11F梢が

あったのではないかと想像されたのである。そこでそのことを取
り上げてみたところ‘母親は涙を流しながら語り始めた。家業を

盛り立てることに鞘一杯で、Ｆ子の育児についてはほとんどお手

伝いさんに任せていた当時の事楕が語られていったのである。薙

蒋はしばらく間を世いてから，而接の始めに雌肌が挨拶として交
わしたせりふ｢困りましたね｣｢迷惑をおかけします｣について取り

上げてみた｡そこには相手に対する気配りが込められてはいたが，

何か脈に落ちないものを2i堵は感じとっていたからである。する

と，母親は11頃l2i分の母親の介継のことで頭がいっぱいで冊り果

てていることを語り始めた。母親がＦ子になかなか思いを馳せる

ことが困難な事悩がみえてきた。介護や家業の切り盛りでの苦労

話を聞きながら‘自分の碓親にまつわる思い出へと話は広がって

いった。そのなかで．飾粁は母親に対して，親としてのl』1分の思

いや，自分の親からみた子どもとしての自分の思いなどに焦点を

当てながら話を聞いていった。子どもとしての自分を思い出すこ

とによって，自分の子ども(Ｆ子)の気持ちが感じられやすくなる

であろうとの期祢からである。雌親自身の内面に生きていぁ｢親」

としての自分と,｢子｣としての自分に気持ちを向けていくことで，

Ｆ子の気持ちに近づいてもらうことにしたのである。そこにはき

まざまなドラマがあり．それぞれに重い内容ではあったが，母親
とともにそうした人生を振り返ることによって，脈親自身も感じ

るところが多かったようで，今後もこのような面接をもってもら
いたいとの希望が般後に語られるほどであった。

親子関係の変容過程

入院当初は不安と焦燥感に圧倒きれそうになっていたＦ子で
あったが，薬物療法(少fXのメジャートランキライザーを使用)が
功を奏してしだいに落ち蒲きを取り戻していった。そして‘Ｆ子
と雌親との側係にも変化が認められるようになっていった。
入院当初はＦ子の母親への思いは,強いアンビパレンスゆえに，
､:親に会いたい気持ちはああが，いざ会うと母親の恩に蒲せるよ
うな話し方に対して強く反発するのだった。一人でいると母親に
会いたくなるが．いざ会うとなると強い怒りが生じて自分で制御
できないことを恐れていた。面接のなかでは，幼児期に．母親に抱
かれてあやしてもらいながら眠ったことがないこと，だから母親

に身体を触れられるのもいや．手を握られるのもいや．と激しい

口調で怒りを示したり１母親に添い寝をしてもらったときの思い

出についても．自分は眠くなかったから寝たふりをして，母親が

縦入ったのを見計らって，そっとベッドを抜け出していたことな
どを語るのであった。さらには‘なぜかわからないが母親に対し

て｢むかつく！」とも訴えるのだった。

このように而接のなかで母親への怒りが強く表出されるにつれ

て，しだいにＦ子には母親に会いたい気持ちも強まっていること

が感じられ始めた。まるでＦ子は，本人が語るように，幼な子に

なったようであった。それでも自分が母親に苦しみを訴えたくて

も．いざ訴えると相手に迷惑をかけてしまう，申し訳ないという

思いが強くなりつらくなると，いまだアンビバレンスゆえの苦し

みを訴えるのだった。

何回か母親と而会を繰り返すなかで，興味深いことに，母親の

ほうが自分の話を聞いてもらいたいとＦ子に強く求めるように

なった。それはまるで母親が子どもになってしまい，自分の親に

自分を受け止めてもらいたい‘そんな婆が現れるようになって

いったのである。このような母親の要求はＦ子にとってはますま

すこころの負担になっていた。

そこで縦者は母親との而接を繰り返して，母親の気持ちを受け

止めることに時Ⅲjを割いた。Ｆ子の様子について錐者が鰍親に説

明すると，必ずといっていいほど｢どうしたらＦ子はよくなるの

でしょうか｣と''１１髪入れずに尋ねてきた。篭者はそこに継親自身
が自分の気持ちを誰かに受け止めてもらいたいという思いの強さ
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おわりに

以上述べてきたように・子どもも親もともにく子ども一親>関係

のなかで育っていく存准である。子どもが子どもらしくあるため

には，親自身が親らしくあることが求められる。その親が親らし

くあるためには，自分の子ども時代をどう生きてきたかが問われ

てくる。このように,匝接の治療対象の年齢いかんにかかわらず，

関係という視点から捉えることによって，彼らのこころの育ちを

めぐる問胆が同じように浮かびJ二がってくるものなのである。

乳幼児期早期の｢甘え｣にまつわる体験とりわけ甘えをめぐる

アンビパレンスが，いかにその後の心身の発達全般にわたって深

くかかわっているか，このIIi例は非常に多くのことを教えてくれ

ていると思う。

を感じとった。そこで誰者は母親自身の過去を思い起こしてもら

いながら,自分の気持ちに目を向けてもらうように進めていった。

母親はすぐに娘のことにＨがゆく。それは肺かに娘のことを思う

母親の姿でもあるのだが，その一方で.それは母親の娘に対して

抱く，ある弧の"こうあってほしい‘，と願う母親自身の理想の子ど

もの姿が映し出されていると，筆者には強く感じられたからで

あった。母親には娘に対してこうなってほしい，こうあってほし

いという思い(母親が子どもに対して抱く理想の子ども像)劃が強

すぎることがＦ子をさらに追い込んでいるのではないかと．筆著

は危倶したからである。

このような面接を幾度か稲み亜ねていくことによって，まもな

くＦ子は母親と会うことによって，ようやく自分の気持ちを受け

止めてもらったという体験をもつことができるようになっていっ

たのである。このような親子の関係の変化が生まれるまでには，

入院後およそ２カ月の期ｌｌＩｊを要した。

すなわち，子どもが母親にM･えたいと思っても,いざかかわり

あおうとすると，そこに緊張や不安が生まれ，身体が拒絶反応を

起こしてしまい，結果的に回避的反応が生じてしまう。このよう

な母親という対象との関係のなかで生まれたアンビバレンスが，

現在のＦ子においても，休もうとしてもいざ体もうとすると何か

をしなければならなくなるという形で再現しているのである。

子ども力蝋に｢甘える｣ときには．子どもは親に接近し，抱っこ

されることによって気持ちは稲やかになゐ。そのときには1Ｗ神

経系は副交感神経系が優位な状態となり．いつのまにか母親に抱

かれて眠ってしまうものである。こうした｢甘え｣の関係がほどほ

どに充足されていくと，母親から離れて外界への好奇心に駆られ

て活､j的になっていく。その際には，交感神経系が優位な状態と
なっていゐ。

本来，このように｢こころ｣と｢からだ｣は相互に密接につながり

合って機能している。したがって，「｡H･え｣を享受したいときにそ

れが困雌な砺態が持続していけば，そのアンビバレンスは自徽神

経系の調整機能にも失調をもたらすのである。このことがＦ子の

入院当初認められた不安と焦燥感の背最に考えられるのである。

６
４

頭と身体とのあいだにみられるアンビバレンス

さらに，この蛎例で注目してほしいのは，入院当初に顕著に浬

められていた強い不安と魚燥感が生まれてきた背景についてであ

る。夜になると寝ようと思うが，いさ横になると眠れず，何かを

しなくてはという気持ちが強まってくる。しかし．いざ何かをし

ようとすると，まったく何も手につかない。砿では休まなければ

と思っていても‘身体はリラックスできず．なにかをしなければ

という思いに駆られてしまう。しかし,いざ活動しようとすると，

身体はそれを受けつけないというのである。ここにも，顕で考え

ることと身体の反応とのあいだに，先の甘えをめぐるアンビバレ

ンスと同じ関係の病理をみてとることができるのである。

③文献｡

】）鯨IMI峻：「育てられる軒｣から｢Y:fてる者｣へ：関係発
達の視点から．日本放送出版協会．東京．２００２
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注：葵符者が子どもの相手をするとき，子どもがいまどのような思いを

しているか．何をしようとしているかといった現爽の子どもの炭(現実的
子ども像)を自分のこころに.似い描いて接している｡さらに｡｢通えば立て‘
立てば歩めの親心｣に鎧的に示されているように．養育者は子どもにこう
あってほしいという願いをも抱きながら接している。想像的子ども像で
ある。それがあまりにも現実とかけ離れて理想化された勘合には．子ど
もは口らの湊を見失ってしまう危険性が尚まっていくことに瓶ろ僻細は
本誌６月号本連戦第５回を参照のこと)。
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